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※記録のため講座を録画をさせていただきますが、 動画の提供はお断りしております。

お問い合わせ

TEL
FAX 
Mail

： 022-293-2281

： 022-349-9574

： e-tec@world.ocn.ne.jp
〒984-0051

仙台市若林区新寺一丁目 5-26-104

特定非営利活動法人環境生態工学研究所

E-TEC ホームページ Twitter

申込方法 以下の URL もしくはＱＲコードの Google フォームに

必要事項を記入しお申込み下さい。

（https://forms.gle/pH9GjfsNEVpF9ZDdA）

開催方法 オンライン講演会 (ZOOM 使用 ) 定　　員 先着１００名 ( 参加費無料 )

　環境省大臣官房付。 前脱炭素社会移行推進室長として国の脱炭素に向けた政策の企画立案を担当。 岐阜県環

境生活部長を経験するなど地方行政にも詳しく、 東日本大震災では災害廃棄物の広域処理を推進した。
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講師 ： 西村修講師 ： 坂口 芳輝 （博士 （工学） ・ 東北大学）

　日本及び世界では、 2050 年カーボンニュートラル実現に向けたさまざまな取組が進められています。 地方におい

ても 2050 年ゼロカーボンシティを表明した自治体の総人口が 1億人を超え、 「脱炭素」 という言葉が日常的に使わ

れるようになってきました。 しかしながら、 従来 26％削減としてきた 2030 年目標が一気に 46％削減まで引き上げら

れるなど、 今回の数値目標の決定から計画策定までの目標や計画の定め方は従来とは大きく異なり、 計画の実効

性について不安を抱く声も少なくありません。 また、 目標を達成するには、 あらゆる主体が前向きに取組を進める必

要がありますが、特に地方の市町村においては再エネを活用した脱炭素化の推進が求められています。本講座では、

脱炭素社会の構築に向けた目標の意味するところや、 達成に向けて期待される地方の役割を中心に解説します。
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　一般財団法人山形県理化学分析センターでは故須藤隆一先生をお招きし、 広く環境問題に関する視野を持つべく

勉強会 （講座） を 8 年間にわたり開いておりました。 この度、 E-TEC の新しい体制を迎えるにあたり、 先生の意思

を引き継ぎながらも開催方法を大きく変える 『美しい地球環境講座』 を定期的に開催いたします。

多くの皆様のご参加をお待ちしております。
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開催のお知らせ開催のお知らせ

共同主催 ： ( 一財 ) 山形県理化学分析センター， 特定非営利活動法人 環境生態工学研究所 (E-TEC)
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